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394新崎　盛暉　年譜
二
〇
一
八
年
　
三
月
三
一
日 
肺
炎
の
た
め
死
去
。
享
年
八
二
歳
。
〈
参
考
文
献
〉
＊
新
崎
盛
暉
「
略
年
譜
」『
私
の
沖
縄
現
代
史
』
岩
波
現
代
文
庫
（
二
〇
一
七
年
）
＊ 
新
崎
盛
暉
「
私
が
生
き
た
沖
縄
史
、
そ
し
て
世
界
史
⑬
・
⑭
」
・
「
沖
縄
を
生
き
て
⑮
〜
㉒
」『
け
ー
し
風
』
第
八
七
〜
九
七
号
　
新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
刊
行
会
議
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
八
年
一
月
）
＊ 
若
林
千
代
「
新
崎
盛
暉
氏
に
つ
い
て
」『
新
崎
盛
暉
文
庫
目
録
―
図
書
編
―
』
沖
縄
大
学
図
書
館
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
＊
戸
邉
秀
明
「
学
会
消
息
◇
新
崎
盛
暉
氏
の
訃
」『
日
本
歴
史
』
八
四
二
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
＊
「
追
悼
・
新
崎
盛
暉
先
生
」『
け
ー
し
風
』
第
九
九
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
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新
崎
盛
暉
　
主
要
著
作
目
録
・
追
悼
関
連
記
事
【
単
著
】
『
沖
縄
返
還
と
70
年
安
保
』
現
代
評
論
社
（
一
九
六
八
）
『
沖
縄
奪
還
と
憲
法
　
七
〇
年
安
保
廃
棄
の
核
心
は
何
か
』（
護
憲
大
学
読
本
八
　
七
〇
年
安
保
を
考
え
る
）
社
会
新
報
（
一
九
六
九
）
『
沖
縄
の
歩
い
た
道
』（
ポ
プ
ラ
・
ブ
ッ
ク
ス
）
ポ
プ
ラ
社
（
一
九
七
三
）　
『
戦
後
沖
縄
史
』（
戦
後
史
双
書
）
日
本
評
論
社
（
一
九
七
六
）　
『
沖
縄
・
世
替
わ
り
の
渦
の
中
で
』
毎
日
新
聞
社
（
一
九
七
八
）
『
沖
縄
考
　
琉
球
弧
の
視
点
か
ら
』
凱
風
社
（
一
九
八
四
）
『
沖
縄
・
反
戦
地
主
』
高
文
研
（
一
九
八
六
）
『
日
本
に
な
っ
た
沖
縄
』（
有
斐
閣
新
書
）
有
斐
閣
　
（
一
九
八
七
）　
『
90
年
代
と
沖
縄
の
自
立
　
文
化
的
・
地
域
的
多
元
主
義
と
統
合
原
理
の
転
換
』（
自
治
総
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
地
方
自
治
総
合
研
究
所
（
一
九
九
〇
）
『
世
替
わ
り
の
渦
の
な
か
で
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
一
巻
　
一
九
七
三
〜
一
九
七
七
）
凱
風
社
（
一
九
九
二
）
※
『
沖
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縄
・
世
替
わ
り
の
渦
の
中
で
』
毎
日
新
聞
社
（
一
九
七
八
）
の
増
補
改
訂
版
『
琉
球
弧
の
視
点
か
ら
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
二
巻
　
一
九
七
八
〜
一
九
八
二
）
凱
風
社
（
一
九
九
二
）　
『
小
国
主
義
の
立
場
で
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
三
巻
　
一
九
八
三
〜
一
九
八
七
）
凱
風
社
（
一
九
九
二
）　
『
柔
ら
か
い
社
会
を
求
め
て
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
四
巻
　
一
九
八
八
〜
一
九
九
〇
）
凱
風
社
（
一
九
九
二
）　
『「
脱
北
入
南
」
の
思
想
を
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
五
巻
　
一
九
九
一
〜
一
九
九
二
）
凱
風
社
（
一
九
九
三
）　
『
沖
縄
の
こ
れ
か
ら
　
平
和
な
島
を
め
ざ
し
て
』
ポ
プ
ラ
社
（
一
九
九
三
）
『
新
版
　
沖
縄
・
反
戦
地
主
』
高
文
研
（
一
九
九
五
）
『
沖
縄
現
代
史
』（
岩
波
新
書
）
岩
波
書
店
（
一
九
九
六
）　
『
基
地
の
な
い
世
界
を
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
六
巻
　
一
九
九
三
〜
一
九
九
五
）
凱
風
社
（
一
九
九
六
）　
『
平
和
と
自
立
を
め
ざ
し
て
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
七
巻
　
一
九
九
六
〜
一
九
九
七
・
六
）
凱
風
社
（
一
九
九
七
）　
『
沖
縄
を
知
る
　
日
本
を
知
る
』（
人
権
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
解
放
出
版
社
（
一
九
九
七
）　
『
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
　
沖
縄
の
は
な
し
（
韓
国
語
版
）』
歴
史
批
評
社
（
一
九
九
八
）
『
政
治
を
民
衆
の
手
に
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
八
巻
　
一
九
九
七
・
七
〜
一
九
九
八
）
凱
風
社
（
一
九
九
九
）　
『
公
正
・
平
等
な
共
生
社
会
を
　
迫
ら
れ
る
沖
縄
の
選
択
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
九
巻
　
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
〇
）
凱
風
社
（
二
〇
〇
一
）
『
現
代
日
本
と
沖
縄
』（
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
66
）
山
川
出
版
社
（
二
〇
〇
一
）　
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『
新
た
な
思
想
は
創
れ
る
か
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
一
〇
巻
　
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
三
）
凱
風
社
（
二
〇
〇
四
）　
『
未
完
の
沖
縄
闘
争
』（
沖
縄
同
時
代
史
別
巻
　
一
九
六
二
〜
一
九
七
二
）
凱
風
社
（
二
〇
〇
五
）　
『
沖
縄
現
代
史
　
新
版
』（
岩
波
新
書
）
岩
波
書
店
（
二
〇
〇
五
）　
『
基
地
の
島
沖
縄
か
ら
の
問
い—
日
米
同
盟
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
』
創
史
社
（
二
〇
〇
七
）
『
沖
縄
現
代
史
（
韓
国
語
版
）』
논
형
（
二
〇
〇
八
）
『
沖
縄
現
代
史
（
中
国
語
版
）』
北
京
・
三
聯
書
店
（
二
〇
一
〇
）
『
新
崎
盛
暉
が
説
く
構
造
的
沖
縄
差
別
』
高
文
研
（
二
〇
一
二
）
『
沖
縄
・
構
造
的
差
別
と
抵
抗
の
現
場
（
韓
国
語
版
）』
チ
ャ
ン
ビ
（
二
〇
一
三
）
白
永
瑞
編
『
日
本
に
と
っ
て
沖
縄
と
は
何
か
』（
岩
波
新
書
）
岩
波
書
店
（
二
〇
一
六
）
『
私
の
沖
縄
現
代
史—
米
軍
支
配
時
代
を
日
本
（
ヤ
マ
ト
）
で
生
き
て
』（
岩
波
現
代
文
庫
）
岩
波
書
店
（
二
〇
一
七
）
【
編
著
】
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
沖
縄
闘
争
』　
亜
紀
書
房
（
一
九
六
九
）
『
沖
縄
現
代
史
へ
の
証
言
　
上
』　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
（
一
九
八
二
）
『
沖
縄
現
代
史
へ
の
証
言
　
下
』　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
（
一
九
八
二
）
『
沖
縄
の
素
顔
　PRO
FILE O
F O
K
IN
A
W
A
』　
テ
ク
ノ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
〇
〇
）
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縄
・
世
替
わ
り
の
渦
の
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で
』
毎
日
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社
（
一
九
七
八
）
の
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補
改
訂
版
『
琉
球
弧
の
視
点
か
ら
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
二
巻
　
一
九
七
八
〜
一
九
八
二
）
凱
風
社
（
一
九
九
二
）　
『
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義
の
立
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で
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沖
縄
同
時
代
史
第
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巻
　
一
九
八
三
〜
一
九
八
七
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凱
風
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（
一
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か
い
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て
』（
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縄
同
時
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四
巻
　
一
九
八
八
〜
一
九
九
〇
）
凱
風
社
（
一
九
九
二
）　
『「
脱
北
入
南
」
の
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代
史
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巻
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〜
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五
）
凱
風
社
（
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九
九
六
）　
『
平
和
と
自
立
を
め
ざ
し
て
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
七
巻
　
一
九
九
六
〜
一
九
九
七
・
六
）
凱
風
社
（
一
九
九
七
）　
『
沖
縄
を
知
る
　
日
本
を
知
る
』（
人
権
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
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解
放
出
版
社
（
一
九
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七
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つ
の
日
本
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縄
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史
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〇
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『
沖
縄
を
越
え
る—
民
衆
連
帯
と
平
和
創
造
の
核
心
現
場
か
ら
』
凱
風
社
（
二
〇
一
四
）
【
共
編
著
】
『
沖
縄
自
立
へ
の
挑
戦
』　
川
満
信
一
、
比
嘉
良
彦
、
原
田
誠
司
共
編
　
社
会
思
想
社
（
一
九
八
二
）
『
沖
縄
・
天
皇
制
へ
の
逆
光
』（
天
皇
制
論
叢
九
）
川
満
信
一
共
編
　
社
会
評
論
社
（
一
九
八
八
）
『
戦
後
沖
縄
の
社
会
変
動
と
家
族
問
題
』
大
橋
薫
共
編
　
ア
テ
ネ
書
房
（
一
九
八
九
）
『
地
域
主
義
か
ら
の
出
発
』（
玉
野
井
芳
郎
著
作
集
三
）
玉
野
井
芳
郎
著
　
鶴
見
和
子
共
編
　
学
陽
書
房
（
一
九
九
〇
）　
『
地
域
の
自
立
　
シ
マ
の
力
　
上
』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
叢
書
五
）
比
嘉
政
夫
、
家
中
茂
共
編
（
二
〇
〇
五
）
『
地
域
の
自
立
　
シ
マ
の
力
　
下
』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
叢
書
七
）
比
嘉
政
夫
、
家
中
茂
共
編
（
二
〇
〇
六
）
『
沖
縄
「
自
立
」
へ
の
道
を
求
め
て
　
基
地
・
経
済
・
自
治
の
視
点
か
ら
』
宮
里
政
玄
、
我
部
政
明
共
編
　
高
文
研
（
二
〇
〇
九
）
【
共
著
】
『
沖
縄
問
題
二
十
年
』（
岩
波
新
書
）
中
野
好
夫
共
著
　
岩
波
書
店
（
一
九
六
五
）
『
沖
縄
問
題
と
キ
リ
ス
ト
者
の
責
任
』
川
平
朝
清
、
高
橋
三
郎
共
著
　
聖
燈
社
（
一
九
七
〇
）
『
沖
縄
・
70
年
前
後
』（
岩
波
新
書
）
中
野
好
夫
共
著
　
岩
波
書
店
（
一
九
七
〇
）　
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『
沖
縄
戦
後
史
』（
岩
波
新
書
）
中
野
好
夫
共
著
　
岩
波
書
店
（
一
九
七
六
）　
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
開
発
・
離
島
』
高
文
研
（
一
九
八
三
）
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
産
業
・
文
化
　
新
版
』　
高
文
研
（
一
九
八
九
）
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
産
業
・
文
化
　
第
三
版
』　
高
文
研
（
一
九
九
七
）
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
産
業
・
自
然
・
先
島
　
第
四
版
』　
高
文
研
（
二
〇
〇
八
）
『
沖
縄
修
学
旅
行
』　
高
文
研
（
一
九
九
二
）
『
沖
縄
修
学
旅
行
　
第
二
版
』　
高
文
研
（
一
九
九
九
）
『
沖
縄
修
学
旅
行
　
第
三
版
』　
高
文
研
（
二
〇
〇
五
）
『
講
座
差
別
の
社
会
学
　
第
二
巻
　
日
本
社
会
の
差
別
構
造
』「
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
構
造
的
沖
縄
差
別
と
し
て
の
日
米
安
保
」
栗
原
彬
編
　
弘
文
堂
（
一
九
九
六
）
『
本
当
に
戦
争
が
し
た
い
の
⁉
　
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
向
こ
う
に
見
え
る
も
の
』
天
野
恵
一
共
著
　
凱
風
社
（
一
九
九
九
）
『
過
疎
化
・
超
高
齢
化
に
直
面
す
る
沖
縄
『
近
海
離
島
』
に
お
け
る
持
続
的
発
展
モ
デ
ル
の
構
築
―
戦
後
沖
縄
の
離
島
社
会
に
お
け
る
社
会
変
動
に
関
す
る
環
境
史
的
研
究
―
』
平
成
一
五
年
度
〜
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
二
〇
〇
六
）
『
未
来
を
共
創
す
る
智
恵
　
沖
縄
大
学
土
曜
教
養
講
座
が
問
う
日
本
の
課
題
』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
叢
書
）
沖
縄
大
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『
沖
縄
を
越
え
る—
民
衆
連
帯
と
平
和
創
造
の
核
心
現
場
か
ら
』
凱
風
社
（
二
〇
一
四
）
【
共
編
著
】
『
沖
縄
自
立
へ
の
挑
戦
』　
川
満
信
一
、
比
嘉
良
彦
、
原
田
誠
司
共
編
　
社
会
思
想
社
（
一
九
八
二
）
『
沖
縄
・
天
皇
制
へ
の
逆
光
』（
天
皇
制
論
叢
九
）
川
満
信
一
共
編
　
社
会
評
論
社
（
一
九
八
八
）
『
戦
後
沖
縄
の
社
会
変
動
と
家
族
問
題
』
大
橋
薫
共
編
　
ア
テ
ネ
書
房
（
一
九
八
九
）
『
地
域
主
義
か
ら
の
出
発
』（
玉
野
井
芳
郎
著
作
集
三
）
玉
野
井
芳
郎
著
　
鶴
見
和
子
共
編
　
学
陽
書
房
（
一
九
九
〇
）　
『
地
域
の
自
立
　
シ
マ
の
力
　
上
』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
叢
書
五
）
比
嘉
政
夫
、
家
中
茂
共
編
（
二
〇
〇
五
）
『
地
域
の
自
立
　
シ
マ
の
力
　
下
』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
叢
書
七
）
比
嘉
政
夫
、
家
中
茂
共
編
（
二
〇
〇
六
）
『
沖
縄
「
自
立
」
へ
の
道
を
求
め
て
　
基
地
・
経
済
・
自
治
の
視
点
か
ら
』
宮
里
政
玄
、
我
部
政
明
共
編
　
高
文
研
（
二
〇
〇
九
）
【
共
著
】
『
沖
縄
問
題
二
十
年
』（
岩
波
新
書
）
中
野
好
夫
共
著
　
岩
波
書
店
（
一
九
六
五
）
『
沖
縄
問
題
と
キ
リ
ス
ト
者
の
責
任
』
川
平
朝
清
、
高
橋
三
郎
共
著
　
聖
燈
社
（
一
九
七
〇
）
『
沖
縄
・
70
年
前
後
』（
岩
波
新
書
）
中
野
好
夫
共
著
　
岩
波
書
店
（
一
九
七
〇
）　
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『
沖
縄
戦
後
史
』（
岩
波
新
書
）
中
野
好
夫
共
著
　
岩
波
書
店
（
一
九
七
六
）　
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
開
発
・
離
島
』
高
文
研
（
一
九
八
三
）
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
産
業
・
文
化
　
新
版
』　
高
文
研
（
一
九
八
九
）
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
産
業
・
文
化
　
第
三
版
』　
高
文
研
（
一
九
九
七
）
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
産
業
・
自
然
・
先
島
　
第
四
版
』　
高
文
研
（
二
〇
〇
八
）
『
沖
縄
修
学
旅
行
』　
高
文
研
（
一
九
九
二
）
『
沖
縄
修
学
旅
行
　
第
二
版
』　
高
文
研
（
一
九
九
九
）
『
沖
縄
修
学
旅
行
　
第
三
版
』　
高
文
研
（
二
〇
〇
五
）
『
講
座
差
別
の
社
会
学
　
第
二
巻
　
日
本
社
会
の
差
別
構
造
』「
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
構
造
的
沖
縄
差
別
と
し
て
の
日
米
安
保
」
栗
原
彬
編
　
弘
文
堂
（
一
九
九
六
）
『
本
当
に
戦
争
が
し
た
い
の
⁉
　
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
向
こ
う
に
見
え
る
も
の
』
天
野
恵
一
共
著
　
凱
風
社
（
一
九
九
九
）
『
過
疎
化
・
超
高
齢
化
に
直
面
す
る
沖
縄
『
近
海
離
島
』
に
お
け
る
持
続
的
発
展
モ
デ
ル
の
構
築
―
戦
後
沖
縄
の
離
島
社
会
に
お
け
る
社
会
変
動
に
関
す
る
環
境
史
的
研
究
―
』
平
成
一
五
年
度
〜
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
二
〇
〇
六
）
『
未
来
を
共
創
す
る
智
恵
　
沖
縄
大
学
土
曜
教
養
講
座
が
問
う
日
本
の
課
題
』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
叢
書
）
沖
縄
大
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学
地
域
研
究
所
編
　
芙
蓉
書
房
出
版
（
二
〇
一
三
）
『
尖
閣
諸
島
と
沖
縄
　
時
代
に
翻
弄
さ
れ
る
島
の
歴
史
と
自
然
』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
叢
書
）
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
編
　
芙
蓉
書
房
出
版
（
二
〇
一
三
）
『「
領
土
問
題
」
の
論
じ
方
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
八
六
一
）「
国
家
「
固
有
の
領
土
」
か
ら
、
地
域
住
民
の
「
生
活
圏
」
へ—
沖
縄
か
ら
の
視
点
」
岡
田
充
・
高
原
明
生
・
東
郷
和
彦
・
最
上
敏
樹
共
著
　
岩
波
書
店
（
二
〇
一
三
）
『
沖
縄
の
自
立
と
日
本
　
「
復
帰
」
四
〇
年
の
問
い
か
け
』「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
沖
縄
」
大
田
昌
秀
・
稲
嶺
恵
一
・
新
川
明
共
著
　
岩
波
書
店
（
二
〇
一
三
）　
※
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「〈
復
帰
〉
四
〇
年
、
こ
れ
か
ら
の
四
〇
年
」（
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
に
基
づ
い
た
論
稿
と
座
談
会
の
記
録
『
終
わ
ら
な
い
〈
占
領
〉
―
対
米
自
立
と
日
米
安
保
見
直
し
を
提
言
す
る
！
』「
戦
後
日
本
に
お
け
る
沖
縄
の
位
置
」　
孫
崎
享
、
木
村
朗
編
　
法
律
文
化
社
　
（
二
〇
一
三
）
『
私
の
「
戦
後
七
〇
年
談
話
」』「
戦
後
七
〇
年
、
沖
縄
か
ら
の
問
い
」　
岩
波
書
店
（
二
〇
一
五
）
『
沖
縄
密
約
を
あ
ば
く
―
記
録
　
沖
縄
密
約
情
報
公
開
訴
訟
』「
沖
縄
返
還
の
差
別
構
造
と
そ
の
現
在
」
沖
縄
密
約
情
報
公
開
訴
訟
原
告
団
編
（
二
〇
一
六
）
『
沖
縄
両
論
―
誰
も
訊
か
な
か
っ
た
米
軍
基
地
問
題
』「
沖
縄
基
地
問
題
の
根
源
を
探
る
」（
述
）
月
刊
フ
ォ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｔ
「
沖
縄
両
論
」
取
材
班
編
（
二
〇
一
六
）
『
希
望
の
島
・
沖
縄
　
ア
リ
は
象
に
挑
む
Ⅱ
』
由
井
晶
子
ほ
か
共
著
　
七
つ
森
書
館
（
二
〇
一
六
）
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『
沖
縄
の
環
境
・
平
和
・
自
治
・
人
権
』「
日
本
に
と
っ
て
沖
縄
と
は
何
か
」
日
本
環
境
会
議
沖
縄
大
会
実
行
委
員
会
編
（
二
〇
一
七
）
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
民
主
主
義
に
お
け
る
自
己
決
定
権
と
地
方
自
治
』「
戦
後
沖
縄
の
歴
史
と
現
在
」
沖
縄
弁
護
士
会
憲
法
委
員
会
編
（
二
〇
一
七
）
【
追
悼
関
連
記
事
】
＊ 
新
崎
盛
暉
さ
ん
死
去
―
沖
縄
現
代
史
第
一
人
者
、
草
の
根
民
衆
に
共
鳴
、
社
会
運
動
　
常
に
現
場
、
研
究
者
の
枠
を
超
え
関
係
者
ら
突
然
の
別
れ
惜
し
む
（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス 
』
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
）
＊
追
悼
新
崎
盛
暉
さ
ん
　
沖
縄
戦
後
史
に
足
跡
（
比
屋
根
照
夫
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
）
＊［
社
説
］
新
崎
盛
暉
さ
ん
死
去
　
実
践
を
通
し
民
衆
史
紡
ぐ
（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
八
年
四
月
三
日
）
＊ 
新
崎
盛
暉
さ
ん
死
去
―
県
内
外
か
ら
惜
し
む
声
、
平
和
運
動
　
理
論
の
支
柱
（『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
三
日
）
＊
新
崎
盛
暉
さ
ん
を
悼
む
　
戦
後
の
沖
縄
書
き
つ
な
ぐ
（
我
部
政
明
『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
三
日
）
＊
追
悼
新
崎
盛
暉
　
そ
の
人
と
仕
事
　
上
　
（
田
里
修
『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
三
日
）
＊
追
悼
新
崎
盛
暉
　
そ
の
人
と
仕
事
　
中
　
（
鳥
山
淳
『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
五
日
）
＊
追
悼
新
崎
盛
暉
　
そ
の
人
と
仕
事
　
下
　
（
親
川
裕
子
『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
六
日
）
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学
地
域
研
究
所
編
　
芙
蓉
書
房
出
版
（
二
〇
一
三
）
『
尖
閣
諸
島
と
沖
縄
　
時
代
に
翻
弄
さ
れ
る
島
の
歴
史
と
自
然
』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
叢
書
）
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
編
　
芙
蓉
書
房
出
版
（
二
〇
一
三
）
『「
領
土
問
題
」
の
論
じ
方
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
八
六
一
）「
国
家
「
固
有
の
領
土
」
か
ら
、
地
域
住
民
の
「
生
活
圏
」
へ—
沖
縄
か
ら
の
視
点
」
岡
田
充
・
高
原
明
生
・
東
郷
和
彦
・
最
上
敏
樹
共
著
　
岩
波
書
店
（
二
〇
一
三
）
『
沖
縄
の
自
立
と
日
本
　
「
復
帰
」
四
〇
年
の
問
い
か
け
』「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
沖
縄
」
大
田
昌
秀
・
稲
嶺
恵
一
・
新
川
明
共
著
　
岩
波
書
店
（
二
〇
一
三
）　
※
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「〈
復
帰
〉
四
〇
年
、
こ
れ
か
ら
の
四
〇
年
」（
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
に
基
づ
い
た
論
稿
と
座
談
会
の
記
録
『
終
わ
ら
な
い
〈
占
領
〉
―
対
米
自
立
と
日
米
安
保
見
直
し
を
提
言
す
る
！
』「
戦
後
日
本
に
お
け
る
沖
縄
の
位
置
」　
孫
崎
享
、
木
村
朗
編
　
法
律
文
化
社
　
（
二
〇
一
三
）
『
私
の
「
戦
後
七
〇
年
談
話
」』「
戦
後
七
〇
年
、
沖
縄
か
ら
の
問
い
」　
岩
波
書
店
（
二
〇
一
五
）
『
沖
縄
密
約
を
あ
ば
く
―
記
録
　
沖
縄
密
約
情
報
公
開
訴
訟
』「
沖
縄
返
還
の
差
別
構
造
と
そ
の
現
在
」
沖
縄
密
約
情
報
公
開
訴
訟
原
告
団
編
（
二
〇
一
六
）
『
沖
縄
両
論
―
誰
も
訊
か
な
か
っ
た
米
軍
基
地
問
題
』「
沖
縄
基
地
問
題
の
根
源
を
探
る
」（
述
）
月
刊
フ
ォ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｔ
「
沖
縄
両
論
」
取
材
班
編
（
二
〇
一
六
）
『
希
望
の
島
・
沖
縄
　
ア
リ
は
象
に
挑
む
Ⅱ
』
由
井
晶
子
ほ
か
共
著
　
七
つ
森
書
館
（
二
〇
一
六
）
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縄
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縄
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縄
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史
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在
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縄
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、
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運
動
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に
現
場
、
研
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者
の
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超
え
関
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者
ら
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然
の
別
れ
惜
し
む
（『
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縄
タ
イ
ム
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』
二
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一
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年
四
月
一
日
）
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追
悼
新
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盛
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さ
ん
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後
史
に
足
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（
比
屋
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夫
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縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
）
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新
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さ
ん
死
去
　
実
践
を
通
し
民
衆
史
紡
ぐ
（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
八
年
四
月
三
日
）
＊ 
新
崎
盛
暉
さ
ん
死
去
―
県
内
外
か
ら
惜
し
む
声
、
平
和
運
動
　
理
論
の
支
柱
（『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
三
日
）
＊
新
崎
盛
暉
さ
ん
を
悼
む
　
戦
後
の
沖
縄
書
き
つ
な
ぐ
（
我
部
政
明
『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
三
日
）
＊
追
悼
新
崎
盛
暉
　
そ
の
人
と
仕
事
　
上
　
（
田
里
修
『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
三
日
）
＊
追
悼
新
崎
盛
暉
　
そ
の
人
と
仕
事
　
中
　
（
鳥
山
淳
『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
五
日
）
＊
追
悼
新
崎
盛
暉
　
そ
の
人
と
仕
事
　
下
　
（
親
川
裕
子
『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
八
年
四
月
六
日
）
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＊
追
悼
新
崎
盛
暉
さ
ん
　
民
衆
の
視
点
貫
く
伴
走
者
（
鹿
野
政
直
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
八
年
四
月
一
〇
日
）
＊ 
追
悼
新
崎
盛
暉
氏
　
上
　
沖
縄
問
題
に
啓
蒙
的
な
情
熱
、
濃
密
な
言
葉
民
衆
史
つ
づ
る
（
我
部
政
男
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
八
年
四
月
一
九
日
）
＊ 
追
悼
新
崎
盛
暉
氏
　
下
　
戦
後
沖
縄
の
不
条
理
を
記
録
、
苦
悩
押
し
返
す
人
々
主
体
に
（
若
林
千
代
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
八
年
四
月
二
〇
日
）
＊ 
［
惜
別
］
元
沖
縄
大
学
長
新
崎
盛
暉
さ
ん
　
構
造
的
な
沖
縄
差
別
喝
破
（
上
遠
野
郷
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
八
年
五
月
一
九
日
）
＊ 
追
悼
・
新
崎
盛
暉
先
生
　
（
有
銘
佑
理
　
崎
原
盛
秀
　
高
嶺
朝
一
　
長
元
朝
浩
　
高
良
勉
　
宇
根
悦
子
　
安
里
英
子
　
謝
花
直
美
　
松
元
剛
　
吉
田
正
司
　
岡
本
厚
　
池
上
善
彦
　
『
け
ー
し
風
』
第
九
九
号
　
二
〇
一
八
年
七
月
）
＊ 
し
ま
く
と
ぅ
ば
鼎
談
に
寄
せ
て
　
琉
球
語
で
新
崎
盛
暉
を
語
る
（
伊
佐
眞
一
『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
九
年
五
月
二
一
日
）
＊ 
新
崎
盛
暉
さ
ん
の
意
志
継
ぐ
　
し
ま
く
と
ぅ
ば
鼎
談
に
寄
せ
て
（
屋
嘉
宗
彦
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
九
年
五
月
二
四
日
）
◇ 
年
譜
、
著
作
目
録
に
つ
い
て
は
、
若
林
千
代
氏
、
我
部
聖
氏
、
浜
川
智
久
仁
氏
が
作
成
し
、「
新
崎
盛
暉
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」（
二
〇
一
八
年
七
月
二
八
日
　
沖
縄
大
学
主
催
）
及
び
「
新
崎
盛
暉
さ
ん
の
業
績
を
振
り
返
り
引
き
継
ぐ
会
」
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（
二
〇
一
九
年
三
月
一
六
日
　
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
主
催
）
に
お
い
て
配
布
し
た
資
料
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
元
に
加
筆
、
編
集
し
た
。
著
作
に
関
し
て
は
、
書
籍
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
新
聞
、
雑
誌
等
の
み
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
追
悼
文
を
含
め
、
今
回
の
目
録
に
載
せ
る
べ
き
も
の
に
も
抜
け
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
新
崎
盛
暉
氏
の
活
動
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
今
後
、
よ
り
詳
し
い
著
作
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
な
作
業
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。 
（
大
里
知
子
）
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